
平成３０年７月豪雨
広島県災害復興支援士業連絡会の

被災者支援活動

広島県災害復興支援士業連絡会



広島県災害復興支援士業連絡会

 設立 平成２３年５月１２日

 設立経緯

 特徴

 オブザーバー参加 広島市危機管理課職員

法律系・技術系のみならず、日常
生活の援助や精神的なケアをする
福祉系の団体も参画。



広島県災害復興支援士業連絡会

 全１5団体＋１団体

１ 法律系

弁護士、司法書士、不動産鑑定士、税理士、

行政書士、社会保険労務士、土地家屋調査

士、海事代理士、中小企業診断士

２ 技術系

技術士、建築士

３ 福祉系

社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士

４ 医療系 J-RAT

５ その他 法テラス広島



これまでの活動実績

 定例会議～平時からの関係作り

 平成２６年広島土砂災害での支援

８月２３日～９月３０日

本部、安佐北区、安佐南区のボランティアセン

ターに運営スタッフを派遣。

延べ３１５名。

 広島市と平成２６年

土砂災害に関する

協定締結



平成３０年７月豪雨災害での
主たる活動

ボランティアセンターへ運営スタッフ派遣

安芸区役所へ相談担当者派遣

現場での相談対応

広島県の地域支え合いセンターと連携

まちづくり支援



H30.7.9 広島市災害ボランティア活動連絡調整会議

H30.7.10～8.31
◦ 安芸区ボランティアセンター 183人

◦ 安佐北区ボランティアセンター 36人

◦ 南区ボランティアセンター 42人

◦ ボランティアセンター本部 40人

派遣延べ人数

301名



H30.7.12 広島市危機管理課から架電

２時間後に相談員派遣開始

H30.7.12～8.31 毎日派遣

H30.9.1～9.14 平日派遣

222名派遣延べ人数

弁護士・司法書士・行政書士が対応



・行政窓口＝被災者に近いところでの相談

・行政と二人一組の相談対応

＝被災者が抱えている問題は一つではない

＝良好な役割分担

・被災者の満足



日程 場所 連携先

H30.8.18 矢野南小学校 広島市

H30.8.19 熊野町民体育館 広島県

H30.8.26 三原市本郷生涯学習センター 広島県

H30.9.7 呉市安浦町づくりセンター 広島県

H30.9.8 矢野区矢野公民館 ＮＰＯ

H30.9.16 坂町 小屋浦西昭寺 ＮＰＯ

H30.9.21 坂町役場 広島県

H30.10.2 坂町役場 広島県

H30.10.9 坂町役場 広島県

派遣延べ人数 48名



 複数士業による相談対応のメリット
＝心理的・技術的・法的な、相談者のいろいろな
相談事にその場で対応できる

 行政と連携するメリット
＝近くの避難所の訪問が、スムーズに実施可能

 広報が重要
・放送を流してもらう

・回覧板で、実施のお知らせを回してもらう。

避難所訪問は迅速性が大切



まちづくり支援

大原ハイツ復興の会

平成30年11月18日
中国新聞記事

• 意見集約
アンケート
会議へのオブザーバー参加

• 大原ハイツ防災勉強会

• 生活再建等の相談会



平成30年11月18日
中国新聞記事



復興まちづくり支援

H30.8.31 大原ハイツの復旧・復興についての意見交換会

H30.9.28 新建自治会訪問

H30.10.8 梅林地区訪問

H30.10.16 大原ハイツ復興の会 発足説明会 60名参加

H30.10.25 第１回集会

H30.10.29 熊野町との意見交換会

H30.11.7 行政による大原ハイツ復興の会 住民説明会参加

H30.11.27 第２回集会

H31.2.16 第１回 防災勉強会・相談会（６月まで実施）

H31.4.7 第２回 防災勉強会

H31.4.21 第３回 防災勉強会

R1.5.19 第４回 防災勉強会

R1.６.２ 避難訓練＆交流会

R２.８.２ 新建自治会訪問

大原ハイツ復興の会支援



平成30年10月30日

被災者の見守り・相談支援業務に関する
協定締結

・個別相談 ・集合相談

・講師派遣

中国新聞 平成30年12月25日協定締結式



内容 件数 派遣人数

集合相談
（坂町役場）

５件 １０人

２０１９年

２０１８年（１１月～１２月）

内容 件数 派遣人数

集合相談

３３件 ６９人坂町／江田島／熊
野／尾道／東広島
／三次／三原

個別派遣 ３件 ４人

講師派遣 １件 １人



２０２０年

内容 件数 派遣人数

集合相談
１４件 ２８人

坂町

個別派遣 ５件 ７人

講師派遣 ４件 ９人

2021年5月7日現在





① 各市町村の支えあいセン

ターが戸別訪問により被災者

のニーズを把握

② 各市町村の支えあいセン

ターから、広島県支えあいセ

ンターに専門家派遣を依頼

③ 広島県支えあいセンター

から士業連絡会へ専門家派遣

を依頼

④ 士業連絡会が、担当者を

選び、広島県地域支えあいセ

ンターに連絡

⑤ 広島県地域支えあいセン

ターが、各市町村の地域支え

あいセンターに担当者を通知

⑥ 担当者と各市町村の支え

あいセンターが、日程などの

詳細を決定

⑦ 相談実施



令和元年１１月６日

大規模災害時の専門家派遣による被災者支援に関する協定

● 区役所や避難所等での相談対応

● 機動的な被災者支援を行うための

研修会・防災訓練・防災教育等の実施 等

協定締結式





ご静聴いただき、ありがとうございました。


